































   夏目漱石研究において、テオドール・リボーやウィリアム・ジェ
ームズの学説をはじめとする心理学の受容や影響について論じられて久しい。そこでさらに興味が湧く は、漱石の作品を明治期に受容された心理学を傍らにおいて、 どこまで読み込むことができるのか、という解釈への応用の可能性である。たとえば藤井淑禎 、「それ ら」について、連載時 明治四二年を「 〈感覚描写元年〉 」と位置づけ、 当時の心理学書 参照しながら代助の人物造形を分析し、 小説技術と心理学 関係について重要 示唆を与えてくれている。（
1）もちろん、 学説や定義をあてはめるという公式的なことが文学





















して必ずといっていいほど立項され いる。 なかでも意識 注意は議論の基盤であり 本論部の冒頭 置かれ、しかもセットで扱われることが多い。まず、一九世紀末の主要な最新心理学解説を集めた育成会刊行の『心理学書解説』シリーズから市川源蔵著『キュルペ氏心理学』 （分冊第七、一九〇〇・明治三三年）の解説を参考に、注意をめぐる議論がどのように日本に紹介されていたかを見てみたい。
 








 「注意とは何であるか」 が、 心理学の議論として大変重要であり、問題を孕んだものであったことがわかる。 そして考察の主体が哲学者であった時には、注意は「純正（純粋）哲学」によって形而上の問題として扱われていたが、それが心理学者に移り、さらに実験心理学の成果によって、 「科学的解釈」を様々に施されるようになったとある。明治三〇年代末に提唱されていた「注意の学説 を簡潔にまとめた高島平三郎著『医家必読
 
心理講話』 （啓成社、一九〇










Outlines of Psychology』 （一八八四年）を中心に各
心理学説を概説したもので、これも能動説といえ 。 「注意力（







注意力ハ心意ノ自ラ制シテ意識ヲ此ニ現ルル各様ノ目的ノ方ニ向クルノ作用ナリ。注意ハ意識ノ一相ナリ。 （中略）注意ノ定義 曰 、 是レ平生ハ心面ニ敷衍シテ汎然タ 意識ヲ狭隘ナル一点ニ凝聚シ 以テ其 度量ヲ厚クスルノ作用ナリ、即チ強ヒテ心意ヲ格段ナル目的ノ方ニ向ケテ之ヲ成ル可ク明瞭ニスルノ作用ナリト。
 































「注意を集中する」すなわち「外部の刺激に促されて趣味を集中する」ことがその「精神生活の始め」であるとし、 「注意の発達」と「思想系統の発達」には密接な関係があると説いている。心理学の議論は教育的な実践に応用されることが目指されて たのだが、 とりわけ注意の効用が児童 教育の眼目とされた。もちろん 三四郎は児童ではないけれども、 上京し新しい生活を送る人物である。 「三四郎」にとってその設定が重要な創作の前提であったことは、 「新作小説予告『三四郎』 」 （ 『東京・大阪朝日新聞』一九〇八・明治四一年八月一九日〜三〇日）にある漱石の言葉からもうかがえる
 














The Psychology of Attention』 （仏
語原著一八八九年 英訳版一八九〇年） を著しており これと 『
The 






川源蔵著『リボー氏感情之心理及び注意之心理』 （心理学書解説・分冊第二、育成会、一九〇〇・明治三三年）が出版されている。リボーは、 「動物と同じく人は自己に興ある事物即ち快、不快或はその混合状態を惹き起こすものに自発的 注意を向くる」と考え、注意状態になる際の 感情」 「情緒」の影響を重視している（先の高島の分類の感情説のこと。 能動説の場合は自発よりは刺激の受容という考え方になる） 。ここから考えるならば、冒頭の三四郎は、女につ ては「快」 、爺さんについては「不快」を引き起こしたものに、リボーの言う自発的 注意 向け いたと読める。さらにリボーで興味深 のが、
 
而して快、不快は吾人の傾向の満足、不満足の符号に過ぎぬ。傾向は吾人の深処に潜むで居るも であるから注意はその根底を吾人人類の基趾に置くものである。 自発的注意は吾人性格の如何 表すものである
 












乗つた時から三四郎の眼に着 た。第一に色が黒い。 」 （一の一）と




















な流れが見えてくる。まず 名古屋で女と別れる際、 「あなたは余つ程度胸のない方ですね」 （一の四 と言われ衝撃を受けた三四郎が、初めて周囲からの「注意」を気にしている。そ て 筋向ふに坐つた男」だけが席に向かう 「一寸見た」のであり、 「三四郎は此男に見られた時、何となく極り 悪かつた」と感じる。しばらくして気を取り直し 三四郎が
頭をあげると 「さつきの男がま
た三四郎の方を見てゐた」ので、三四郎も又「此男を見返した」応対する。こ 男が広田なのだ 、三四郎に興味がある かと うと、 高等学校出の学生としての三四郎にはまった 関心を示さない。かわりに、 広田は三四郎の無意注意状態を見抜いたような態度 みせる（西洋人女性への 手放し 礼賛 くように、 「ああ美しい」と小声に出し生欠伸をする場面など） 。そし 、三四郎が答えに窮する質問ばかりを投げか
け、ついには「 『熊本より東京









つて、汽車の窓から始めて眺めた富士は、考へ出すと、成程崇高なものである。 ただ今自分の頭の中にごたごたしてゐる世相とは、とても比較にならない。三四郎はあの時の印象を何時の間にか取り落してゐた を恥づかしく思つ 。 （四の三）
 
とあり、出会いの段階からの謎かけめいた広田の発言は、三四郎に有意注意の状態に導こうとする役割を担っ いたことがわかる。 もちろん受け身的な注意を引き出 ものなので、 引用部分のようにその後の三四郎が「印象を何時の間にか取り落してゐ 」となってしまう は自然なことなのである。ここ 突如現れている「印象」という語彙だが、これも注意 議論にかかわる心理学の術語といえ、たとえば先に言及した有賀長雄 『教育適応
 
心理学』には、 「記
憶」について、 「注意力ノ作用ニ依テ現在ノ印象ヲ明晰ニ心面ニ保持スルニ於テ始メテ之ニ連合セル過去ノ印象ヲ提起セシムルノ用十分ニ コトヲ得ベキナリ」 とあり、 つまり 「注意」 よって 「保持」 されるのが 「印象」 であって、 それが過去の 「印象」 を 「提起」して 「記憶」 と認識されるの る。 「印象」を「取り落してゐた」という表現が、 「印象」は「保持」されるもの いう考え 前提にしたものであり、 ここでは東京に来てからの注意 散漫ぶりに三四郎が恥じ入っ いることがわかる。
 
 「三四郎」で随時挿入される広田の三四郎への言葉は、その場で



















魂がふわつき出した。 」という状態に一気に変化する。そしてこの頃から、三四郎は東京を歩き回ることに興味を持ち、下宿や大学さらには野々宮の家を基点として 見知らぬ空間を把握 秩序化し始める。東京中を迷いつつも動き回 、とうとう汽車が必要なほど遠方にまで一人で出かけるようになるのだが、これ ついて「ふわふわして諸方（はうばう）歩いてゐる」 あり、それは三四郎 と
って「愉快」なものであって、東京に着いた直後の「不愉快」を脱していく契機となる。ここで語り手は「初めのうちは余り講義に念を入れ過ぎたので、耳が遠くなつて筆記に困つたが、近頃は大抵に聴いてゐるから何ともない。 」と、講義中の三四郎の変化を説明している。この場合の 耳が遠くなる」は感覚器官をめぐる心身の現象に基づいた叙述になっているが、大学生の三四郎 、自ら 意思で相当な有意注意状態を作り出し よくわからない講義でも熱心に書き取ろうと努力し集中でき しまうのであり、 当然筆記に集中すれば、 注意の原則で、 ほか 心身 機能は意識において 「禁示」 （元良）状態となって、耳の機能も低下すると うわけである。と わけ万遍無く講義を聴こうとする注意力の酷使は、 心身を疲労させいる。 与次郎は講義そ ものが面白い訳がないだろ と呆れてみせるのだが、三四 が「さう云ふ訳 もな が⁝」と多少 も反論するのは、 三四郎の場合、 講義に対して努力して有意注意を向けて 、精神生活の充実を実感できなかったということを示していると思われる。
 
このような状態から一転して「愉快」な状態になった三四郎は、





く用いられている。そうした学生は注意状態が無い（ 「無注意」 ）のではなく、 「不注意」であって、意識にはかならず注意状態があることが解説されている。三四郎の講義中の考え事も、そうした注意の転移の様として描かれている。 三四郎がまだ名前も知らぬ池の女である美禰子と二度目に出会ったとき、 そのリボンと野々宮 買ったリボンとが同一の印象を与えた リボー いう注意のリズムの法則をもう一度思い起こせば、 「深く強き自発的注意は鎮静せずして絶えず満足せんと試み居る激情の特質を有して居る」のであり、三四郎の心を重くしたリボンについて 印象が、まさに「情緒の強度と持続」となって意識に断続的 現れ る状態なのであろう。
 
そして季節は秋にかわり「食欲は進む。二十三の青年が到底人生










三四郎と美禰子は、 よく目が合い、 顔を見合す。 「三四郎」 ほど、
















野々宮の家に留守居した翌日、よ 子の見舞いに病院へ行き、退出した直後のことであった。三四郎と入れ違いに、美禰子がよし子の見舞いに訪れるとい タイミングである。 廊下 歩く三四郎 目には、美禰子の背後が明るく、すぐ 池の女だと気づく。ここで美禰子が突然後ろを振り返 のは三四郎 視線を自分へのも だとは気づかず、 後ろに誰かがいるのかと気にしている所作と えそうだ













くあとを、三四郎が雑巾を掛ける。三四郎が畳を敲く間 、美禰子が障子を叩く。 どう かうか掃除が一通り済んだ時 二人共大分親しくなつた」 （四の十二）とあるように、まさに息の合 た共同作業を ている。 そもそも美禰子がく 前の三四郎は掃除をする必要がないと考えているので 着物が汚れるのも気にせず働き出す美禰子につられた形であり、 このことについて二人の間 何ら抵抗い。それゆえに、二階の戸 開ける作業に四苦八苦した後「二人は顔を見合わせて思はず笑ひ出した」とあり、与次郎が加わってからも「三四郎と美禰子は顔を見合せて笑つた」 （四の十四）と親しさを増し、広田の画帖の中 「マーメイド 図」を見 け 、 「 『人魚（マーメイド） 』 『人魚』 頭 擦り付けた二人は同じ事をささやいだ」と警戒の間合いが全くないほどに近づ のである。これは 昼食時の美禰子の与次郎への応対が「殆 与次郎の顔を見ない位 とあるのとは正反対である。ここまで親しく っ 後、野々宮が現れたき、 「三四郎は野々宮君の態度と視線とを注意せずにはいられなかった」 （四 十六）と三四 状況 説明に「 」と う言葉が用いられており、三四郎 美禰子 「注意の発達」が「内部の思想系統」と相互に関係し、彼女への、すなわち「激しい刺激」へ強い関心をも にした「精神的秩序」がはっきりと構築されてきいることが伺える。
 
 
次の五章は団子坂の菊人形を観に広田、 野々宮、 三四郎、 よし子、






































「それから池の端で⁝⁝」 と女はすぐ た。 能く覚えてゐる三四郎はそれで云ふ事が くなつた。 （四の十一）
 





















「熱い日でしたね。病院があんまり暑いものだから、とうとう堪え切れない 出て来たの ︱ なたは又何であんな 跼
（しゃ）がんで入らしつたの」
 



















いてきた。三四郎の美禰子への関心がどのように準備され、それがどのように発展するかを、 外部刺激への反応お び情緒に起因する「無意注意」から、内部の思想系統を根拠とする「有意注意」へと発達するという明治期の心理学において共有されていた説をふまえつつ読み解き、三四郎の青年としての意識 変化、そして美禰子を中心とした精神生活の形成が描かれていることを示した。
 
作品後半は、金銭の貸借を軸に話が展開するが、これは、 「もし








 ） 藤井淑禎 『小説の考古学へ
 






































速さと、三四郎が「よく覚えている」と感心しているところから、むしろ逆で、三四郎の予想に反して、美禰子がよく記憶 ことが描かれていると考えるべきだろう。 六章の運動会での会話については、 蓮實重彦 『夏目漱石論』 （福武書店、一九八八・昭和六三年）によって、美禰子が三四郎の「記憶の正確をたたえるかのようだ」と指摘されている。
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